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１ 会議の名称    平成２７年度岐阜県立池田高等学校評議員会（第１回） 

                

２ 会議の構成    委  員  飯田 静世  子育てボランティア団体代表 

                          西川 菊雄  池田町上田区長 

                        （川瀬 あゆみ）元池田高等学校育友会役員 

                （小林 月子）  サンビレッジ国際医療福祉専門学校長 

                          堀尾 正之  イビデン神戸事業場                             

                                                                 （委員名は五十音順） 

               学 校 側    野畑 伸芳  校長 

                          鈴木  健  教頭 

                          田中 耕二  事務長 

                          楠井 徳之  教務主任 

                          大橋 隆男  生徒指導主事 

                          寺田  等  進路指導主事  

 

３ 会議の目的     学校運営等について地域住民から幅広く意見を聞き、地域社会からの支援・協力

を得て、開かれた特色ある学校づくりを推進する。 

 

４ 会議の開催    平成２７年６月２３日（火） 10:00～12:00  池田高校校長室 

                  委員５名のうち３名と学校側５人が出席 

５ 会議の概要 
 

（１） テーマ 「生徒一人一人を大切にする活力あふれる学校をめざして」 

     ○ 池田高校の取組の成果と課題 

     ○ 今後の池田高校のあり方について 

 

 

意見１ 勤務場所が近いので、生徒の登下校の姿を見る機会も多い。以前に比べて、最近は自転車

の傘さし運転をほとんど見かけなくなったのは大変良いことだと思うが、イヤホンをつけて

自転車を運転している生徒がいる。車が近づいても音が聞こえないなど、危険なのでやめさ

せた方がよい。 

 

 意見２ ＥＳＤやユネスコスクールなど、今後国際的な活動もしていくとなると、どうしても英語

力は必要。例えば今はやりの「スピードラーニング」など、これからの英語は、読み書きだ

けでなく、話したり、聞き取る能力が重要になると思う。教材や授業の在り方も工夫してい

く必要がある。 

 

 意見３ これからは人口減少が進み、未婚率も高く、社会構造もどんどん変わってくる。昨年度の学 

校評議員の会で、そのようなご意見やデータを聞いて驚き、どうしたらよいかと考えたが、 

やはり、高校生が頑張って地域にＵターンし、地域で活躍してくれることが大切。持続可能 

な地域の発展に貢献するという池田高校のこれまでの取組みは評価したい。 

  

 ６ 会議のまとめ  

     今年度新たに１名の委員を迎えて開催した。始めに授業を参観していただき、落ち着いた

授業の雰囲気や生徒の様子等を見ていただいた。 

会議では、池田高校のこれまでのＥＳＤの取組みによって、ユネスコスクールへの加盟が

承認されたことを報告。委員からは積極的な評価と応援のご意見をいただき、池田高校が今

後、地域において果たすべき役割について、確認することができた。 


